


要約:近年、胎児を母体とともに搬送し、できるだけ条件の上い施設での妊娠分娩管理が

なされるようになってきた。当院でも年々増加し、平成 6 年は 93 例あり、それらを解析

することにより、次ぎのことが判明した.Ⅰ)搬送元医療地殻は静岡県西部地区全般に及ん

だ。2)特定の妊娠週数への変位はなかった。3)搬送理由は前期破水によるものが最も多く

(28%)、次いで切迫早産、多胎妊娠、妊娠中毒症、胎児異常、子宮内胎児発育遅延例など

であった。4)分娩が帝王切開となったものは 59例(63%)であり、多胎妊娠、母体出血、妊

娠中毒症、子宮内胎児発育遅延で高率であった。5)新生児仮死(アプガースコア 5 分 7 点

未満)は切迫早産、前期披水例に多かった。6)前期破水症例では搬送後の妊娠継続期間が

短く、在胎週数も短く、かつ新生児の出生時状態も不良のものが多く、管理の難しさがう

かがえた.


